
本誌の文章や写真の転載・Webでの公開などを一切禁止します。
「学園ニュース」では読者の皆さまからの投稿を募集しております。

　今回は物質生物科学科卒業生 大石美香子
さんにお話しを伺いました。お勤め先の中外
製薬グループ　株式会社中外医科学研究所　
鎌倉ブランチは、広々とした敷地に緑が多く
ある自然豊かな環境です。天気が良い日は富
士山がとても綺麗に見え、澄んだ空気が素敵
な場所でした。今回のインタビューでは大石
さんの「今」と現在に至るまでについて、さ
まざまなお話を聞くことができました。

学生の実験、社会人としての実験

　現在の仕事は、臨床薬理。新薬の臨床開発
をする過程で使われる測定方法が正しいもの
か、ガイドラインに従って実験を行い、チェッ
クを行います。
　わたしは大学・大学院、そして現在まで、
「実験に」携わっているわけですが、それぞ
れ実験に求める意味合いに違いがあります。
　学生時代はがんの研究をしていました。大
学での実験は、アカデミアのスタンス。主に
「理を解明すること」、つまり真理の追究をメ
インとしており、結果が治療などに利用でき
ることも大事ですがそれが第一の目的ではあ
りません。
　仕事としての実験は必ず、最終的に薬をつ
くるのに必要なものです。その結果は人の命
に関わることですので、実験ノートもデータ
の取り方もミスが許されません。常に厳密に、
ダブルチェックを行います。
　現在は、人の役に立つ薬を作りたいという
気持ちに動かされ実験を行っています。自分
が関わった新薬が世の中に出ると思うと、充
実感を味わいます。

女子大学で学ぶということ

　本学の理学部は私立の女子大学では唯一
の存在です。わたしはここで、実験を行うた
めに必要な技術及び考え方の基本を習得する

ことができました。女性だから、という制限
のない環境で専門的な技術を身に付け、学べ
たことは自分にとって大変重要なことでし
た。大学院での研究においても、現在の仕事
においてもその時の経験はベースとなってい
ます。

仕事として実験にかかわる

　わたしにとって実験は楽しいことでした。
しかし、仕事として行う実験は楽しいことば

かりではなく、むしろ大変厳しいことです。
その中で、仕事とは「つらいけど楽しいこと」
という考えを持つようになりました。好きな
ことでも、仕事にするとつらいことはありま
す。しかし、責任を伴う「仕事」ではそれは
当たり前であり、逆に好きだからこそそれを
乗り越えることができると思っています。
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株式会社中外医科学研究所 鎌倉ブランチ
鎌倉分析・測定グループ

大石 美香子  さん
Oishi Mikako
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附属高等学校から本学に学び、2008（平成 20）年 3 月 理学部物質生物科学科卒業。2010（平
成 22）年 3 月 東京大学大学院 新領域創成科学研究科メディカルゲノム専攻 博士課程前期
修了。同年 4 月株式会社中外医科学研究所 鎌倉ブランチに入所、2012（平成 24）年から現職。
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OGインタビューの大石さんは、仕事の厳しさ、それを通して感じる充実感、厳しさに向かう自分
を支える「好き」という気持ちの強さを語ってくださいました。今回表紙を飾ってくれた学生たちも、「好
き」なことを貫く厳しさに正面から立ち向かい、さまざまなつらさを乗り越える喜びを感じているでしょ
う。時分の、そして自分の花を大きく咲かせる姿に期待をしています。
表紙写真（右上から時計回りで）：茶道部、剣道部、日本女子大学管弦楽団、ワンダーフォーゲル部、

日本文学科3年　大沼歩子さん（第18回宮崎シーガイアトライアスロン大会　スタンダード29歳
以下女子　第1位優勝）

「学園ニュース」へのご意見・ご感想などがおありでしたら、
下記までお寄せください。

総務部広報課
〒 112-8681 東京都文京区目白台 2-8-1　
Tel. 03-5981-3176   Fax. 03-5981-3164
E-mail : postmaster@atlas.jwu.ac.jp

Message

インタビューを終えて

今回の取材を通して、大石さんという
聡明で明るいとても素敵な先輩に直接お
話を伺えてよかったと思いました。
学生時代は実験や教職の勉強でとても
忙しかったそうですが、それにより今でも
続く友人が得られたという、大学時代の
思い出話も交えて話してくださり、次第に
緊張がほぐれてとて
も楽しく充実した経
験ができました。

取材・文・学生記者
人間社会学部
現代社会学科 2 年

福士 遥

今月の表紙 自分と向き合う～大学生たちの「今」
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これは遺伝子を
1分子で測定する
機械。実験室に入
るには厳しい服装
の規定がある。
「すべては精密な
データを得るため
に必要なこと」と
大石さん


